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NDIS 0605 

漏れ試験（ＬＴ） 

新規受験申請時の申請条件・訓練実施記録の作成について 

《 レベル１・レベル２ 》 

新規受験申請時に必要となる受験申請条件、訓練実施記録の作成についての手順を Step１～６

で説明します。 

 

Step１ 新規受験申請の条件である必要な訓練時間を確認してください。 

申請を行う条件としてレベルごとに訓練時間が下表のように規定されています。受験したい LT レベ

ル・要求されている訓練時間を確認し、訓練時間を満足させた訓練実施記録が必要です。 
 

希望する受験レベル 必要な訓練時間 

ＬＴレベル１を受験したい ４０時間 

ＬＴレベル２を受験したい 
LT レベル１資格保持者 LT レベル１非保持者 

８3時間 １２3時間 

 

Step２ 訓練を受ける方法として次のパターンがあります。 

① 協会や公共団体、その他団体の講習会を受ける 

漏れ試験の訓練（講習会）は当協会でも実施しております。協会 HP の教育活動・講習会のペー

ジで日程、詳細を確認して、お問い合せください。 

【日本非破壊検査協会ホームページ／教育活動・講習会】 

   http://www.jsndi.jp/education/index1.html 

 

他協会、団体にて講習会を参加する場合は、その講習会の主催団体にて、この要求事項にそった

訓練実施記録を発行してもらってください。 

 

② 社内で訓練を受ける  《 申請者自身による自己学習は訓練として認めません 》 

社内訓練とは、社内の訓練者が訓練シラバスに基づいて計画的に訓練を実施し、自社で訓練実

施記録を作成する場合をいいます。 

 

③ 他会社の訓練を受ける 

    他会社の訓練とは、社内に訓練できる技術者がいない場合に、他社の技術者に訓練シラバスに

基づいた訓練を受ける事が該当します。依頼した訓練者に訓練実施記録を作成してもらってくだ

さい。 
 

※訓練実施記録の記載例は Page8/12 頁  訓練Ａ（訓練責任者をおいた例）及び Page9/12頁  訓練Ｂ 

（訓練責任者をおいた例）を参照。 

※訓練実施記録用紙、訓練実施記録集計表の用紙は認証事業本部指定の専用の用紙を必ず使ってください。

協会 HPの NDIS 0605 漏れ試験のページにてダウンロードができます。 

http://www.jsndi.jp/education/index1.html
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Step３ レベルごとの「 訓練シラバス 」に基づいた訓練を受けてください 

LT 受験のために受ける訓練は、レベルごとに訓練シラバスが定められており、そのシラバスの内容

の訓練を受けてください。訓練シラバスに記載のない訓練は、要求される訓練時間の対象にはなりま

せんので、ご注意ください。シラバスの各項目に規定された「 シラバス参考時間 」を目安に要求さ

れた訓練時間を満たすように訓練を受けてください。 

※各レベルの訓練シラバスの詳細は、協会 HPの NDIS0605 漏れ試験のページにてご案内しております。 

 

 
 ０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１ レベル１の訓練実施記録はレベル２の訓練時間として認められません。レベル２のシラバスにそった 

８３時間の記録が必要です。 

※２ ＬＴレベル２は、ＬＴレベル１に要求される訓練が終了していることが前提ですので、直接レベル２ 

を受験する場合は、ＬＴレベル１のシラバスにそった４０時間の訓練実施記録と、ＬＴレベル２の 

シラバスにそった８３時間の、合計１２３時間分の訓練実施記録が必要です。 

 

 

 

訓練者は相応の技量がある事が要求されますので、LT ﾚﾍﾞﾙ 2 以上の有資格者がおこなうことが望ましい

ですが、有資格者がいない場合（または、ﾚﾍﾞﾙ１の有資格者しかいない）「訓練責任者」が「訓練者」につ

いて相応の技術・知識があると判断した場合は、「訓練責任者」を置いて訓練実施記録を作成してください。 

記入例は訓練Ａ（訓練責任者をおいた例）Page 8/12頁を参照  

 

ﾚﾍﾞﾙ２以上の有資格者がおこなう場合の訓練実施記録の記入例は訓練Ｂ（訓練責任者をおかない例） 

 Page 9/12頁を参照して作成してください。 

 

※訓練者･･････････相応の技量がある訓練者 

※訓練責任者･･････訓練者の技量及び申請者が受けたＬＴ訓練について全責任をもてる方 

 
 訓練者と訓練責任者の同一人物は認められません。  
 

ＬＴレベル１の訓練シラバスにそって４０時間分の訓練を

うけて訓練実施記録を作成してください。 

ＬＴレベル１を 

受験したい 

ＬＴレベル１非資格保持者の方はＬＴレベル１のシラバス

にそった４０時間の訓練と、ＬＴレベル２の訓練シラバスに

そって８３時間の訓練をうけて計１２３時間となるように

各レベルの訓練実施記録を作成してください。 ※２ 

 

ＬＴレベル２を 

受験したい 

ＬＴレベル１資格保持者の方はＬＴレベル２の訓練シラバ

スにそって８３時間の訓練をうけて訓練実施記録を作成し

てください。  ※１ 

訓練者について 
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Step４ 訓練実施記録の用意 

訓練実施記録は、認証事業本部指定の LＴ専用の訓練実施記録用紙（LT レベル 1 用、LT レベル 2

用)を使い、作成してください。 

※記載例は…※ 

Page8/12 頁  訓練Ａ（訓練責任者をおいた例） を参照 

Page9/12 頁  訓練Ｂ（訓練責任者をおかない例）を参照 

 

訓練実施記録は、新規受験申請時に必要な添付書類です。申請提出日からさかのぼって５年以内の

訓練が有効です。したがって訓練実施記録の中に訓練実施日が５年以上経過したものがあれば、その

部分は訓練時間の対象になりません。 

 

訓練実施記録集計表について 

同じレベルの訓練を受けて、訓練実施記録が２枚以上になった場合、（例：LT レベル１の訓練を複

数の団体や会社で受講したなど）訓練実施記録集計表に訓練実施記録の時間を集計していただき、新

規受験申請書、訓練実施記録と共に提出してください。 

※記載例は Page7/12頁  訓練実施記録集計表を利用する を参照※ 

 

※訓練実施記録用紙、訓練実施記録集計表の用紙は認証事業本部指定の専用の用紙を必ず使ってくだ

さい。必要な用紙及び訓練シラバスの詳細は協会 HPの NDIS0605 漏れ試験のページの  

「 ＜Ｃ＞ 訓練 」についてのページからダウンロードができます。 

 

 ＜Ｃ＞ 訓練 にてご案内しているもの   

 ・訓練実施記録     レベル１用 ／ レベル２ 用 

 ・訓練実施記録集計表  レベル１用 ／ レベル２ 用 

 ・訓練シラバス     レベル１用 ／ レベル２ 用 

 

※試験日程などの詳細、試験合格後の手続についての詳細は、NDIS 0605 漏れ試験 認証制度のご案内、

資格試験案内をご参照ください。 
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Step５ 受験申請書に訓練実施記録を添付してください 

訓練実施記録は Step３で説明のように５年間使用することが出来ますので、受験申請書に訓練実施

記録を添付する際は、次の手順で行い、受験申請書に添付してください。 

（１） 訓練実施記録（原本）をコピーする。（原本は手元に保管してください。） 

（２） コピーした訓練実施記録にボールペン等で訓練を受けた者の署名欄 

に申請者本人が自筆署名のうえ、押印してください。 

 

訓練実施記録原本を新規受験申請書に間違えて添付して提出した場合、原本の返却はできません。次回受験申請

をする場合には訓練実施先から取り寄せていただく必要があります。訓練実施先によっては再発行に手数料が発

生する場合もありますので、取扱にはご注意ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！完成！ 
これで受験申請書に添付する為の訓練実施記録ができました。 

《新規受験申請と訓練実施記録のまとめ方》 

 
拡大部分 

（２）コピーした方の訓練実施記録にボールペン等で  

「訓練を受けた者の署名･押印」欄に自筆署名、  

押印をしてください。  

非
破
壊 非破壊 新太郎 

NDT方法･レベル 

訓練を受けた者の氏名 

訓練を受けた者の署名･押印 

ＬＴ－レベル２ 

非破壊 新太郎 

印 

（１）訓練実施記録原本をコピーする。  

  （  まだ署名･押印欄はこの状態です。）  

NDT方法･レベル 

訓練を受けた者の氏名 

訓練を受けた者の署名･押印 

ＬＴ－レベル２ 

非破壊 新太郎 

印 
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 Ａ：1か所の訓練機関で訓練時間を満足する場合（訓練実施記録が１枚のみの場合）  

 

 

 

 

 

 

 Ｂ：２か所以上の訓練機関で訓練時間を満足する場合･･･（同じレベルの訓練実施記録が２枚以上ある場合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ：LT レベル２を新規受験する場合で、レベル１とレベル２のそれぞれの訓練実施記録で満足する場合   

 

 

 

 

 

 

 

 

※LT レベル１資格所有者が LT レベル２を受験する場合･･････ 
 

Ａ／Ｂ／Ｃ 共通 
（ＬT2 シラバスの 83 時間 

の訓練実施記録が必要です） 

ＬＴレベル１の資格証明書の 

コピーを添付してください 

（両面・白黒コピー可） 

 

 

LT レベル１の訓練実施記録に代わって、LT レベル１の資格証明書のコピーを添付することも可能です。 

 

 

訓練機関 A で 

40時間の訓練実施記録 

 

 

新規 

受験申請書 

（2枚） 

○正＋○副  

 

訓練機関 A で 

24時間の訓練実施記録 

 

訓練実施記録集計表 

に訓練機関 A、Bの 

時間の集計をまとめる 

受験申請書と 

訓練実施記録を重

ねてクリップでと

める 

受験申請書、訓練実施記録他の添付

書類の最後につけてください。 

 

   
3
 

新規 

受験申請書 

（2枚） 

○正＋○副  

 

2
 1
 

訓練実施 

記録集計表 

 

 

 3 

 

訓練機関Ｂで 

16時間の訓練実施記録 

 2 

1 

1 

1
 

受験申請書、訓練機関Ａ、訓練機関

Ｂの訓練実施記録の順にクリップ

でとめる。（訓練実施記録集計表は

不要です。） 

 

訓練機関Ｂでﾚﾍﾞﾙ２の 

83時間を満たしている訓練

実施記録 

 
2 

1 

 

 

新規 

受験申請書 

（2枚） 

○正＋○副  

 

2
 1

 

受験申請書、訓練実施記録集計表、

訓練機関Ａ、訓練機関Ｂの訓練実施

記録の順にクリップでとめる。 

   
3
 

新規 

受験申請書 

（2枚） 

○正＋○副 

 

2
 1
 

 

 

  

5 

訓練機関 A でﾚﾍﾞﾙ１の 

40時間を満たしている訓練

実施記録 
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Step６ 新規受験申請書へ添付した訓練実施記録の訓練内容を入力してください。 

新規受験申請書は協会 HP からダウンロードできます。MS Word 上で申請内容を入力できますの

で、入力方法等の詳細は協会ＨＰの漏れ試験新規受験申請書の入力方法をご確認ください。 

  

（例） 新規受験申請書に 2016年 7月 1日から 2016年 7月 25日の間に実施した 

83時間分以上の訓練実施記録が２枚以上添付されている場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの訓練実施記録の訓練先名称、訓練

実施日、延訓練時間を入力してください。 

 

※訓練先名称とは訓練を行った機関や会社

名を指します。「○○鉄工所内研修所」や「▲

▲ビル土木現場」等の訓練実施場所ではあり

ませんのでご注意ください。 

拡大部分 

この例のように同じレベルの訓練実施記録が２枚以上となっている場合，訓練

実施記録とは別に訓練実施記録集計表を添付する必要があります。 

（□にチェックを入れてください。） 
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● 訓練実施記録集計表を利用する ● 

同じレベルの訓練を、複数の訓練機関で受けるなど、訓練実施記録が２枚以上になった場合

は、訓練実施記録の時間の集計を訓練実施記録集計表にまとめて受験申請書、訓練実施記録と共

に提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

 

① 訓練を受けた者の自筆署名、押印をする。 

② ２か所の訓練機関で受けた訓練時間の合計時間を入力 

③ それぞれの訓練機関の名称を入力 

④ 実績合計時間を確認し、訓練時間が満足しているか再度確認する 

⑤ 雇用責任者の証明欄(勤務先等署名、押印)を記入 

※雇用責任者とは、申請者が日常働いている組織体の責任者、又はその責任者により業務を委任 

されている代理者です。 

2 

 

3 

 

4 

 

5 
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●訓練Ａ （訓練責任者を置いた場合）の作成例 
※例：LT レベル２の訓練を受け、83時間以上の訓練実施記録の場合…※

 

この訓練において全責

任をもつ訓練責任者を

置いた場合、この訓練Ａ

のパターンになります。 

実際に行われた訓練時間を

入力してください。 

シラバス参考時間を目安に

要求される訓練時間を満足

させてください 
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●訓練Ｂ （訓練責任者を置かない場合）の作成例 
※例：ＬT レベル 2以上の有資格者（訓練者）が訓練をおこなった場合※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

訓練者（ＬＴレベル２以上の有資格者）

の氏名、押印、保有資格、認証番号を記

載する。 

実際に行われた訓練時間を

入力してください。 

訓練者の押印は必ず全ての訓練内容毎に押印

してください。押印が無い場合は、ＬＴ２の

有資格者であっても訓練実施記録は訓練Ａの

記載方法で作成してください。 
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◆ 訓練時間を満たすために････よくある問い合わせ 
 

質問事例 回 答 参 考 

 

訓練シラバスのうち、ひとつの訓練シラバス

の項目を受けていませんでした。 

他の訓練シラバス項目で訓練時間をおぎなう事

は可能ですか？ 

 

 

訓練シラバスは必ずすべての項目を受けてくださ

い。「シラバス参考時間」を目安に、受験資格として

要求されている訓練時間を満たすようにしてくださ

い。 

 

Page1/12頁～Page2/12 頁  

Step２ 「訓練を受ける方法として次のパタ

ーンがあります。」 

Step３「レベルごとの「訓練シラバス」に

基づいた訓練を受けてください 」 

を参照 

 

LT レベル２を直接受験したいのですが、LT

レベル２の訓練シラバスを 120時間分受けれ

ばいいのですか？ 

 

 

 

 

LT では、各レベルに訓練シラバス、訓練時間が決

められています。 

LT レベル２は、LT レベル１に要求される訓練が

終了していることが前提ですので、直接レベル２ 

を受験する場合は、LT レベル１のシラバスにそった

４０時間の訓練実施記録と、LT レベル２のシラバス

にそった８3時間の、合計１２３時間分の訓練実施

記録が必要です。 

 

Page1/12頁～2/12 頁 

Step１「新規受験申請の条件である必要な

訓練時間を確認してください。」 

Step２「訓練を受ける方法として次のパタ

ーンがあります。」 

Step３ 「レベルごとの「訓練シラバス」に

基づいた訓練を受けてください。」 

を参照 

 

LT レベル２を受験するため、LT レベル１の

訓練実施記録と LT レベル２の訓練実施記録２

枚用意できました。 

複数枚あるということで訓練実施記録集計表を

利用しないといけないのですか？ 

訓練実施記録集計表は、同じレベルの訓練を複数

箇所の訓練団体から受けて、訓練実施記録が２枚以

上になった場合に必要になります。 

 

Page7/12頁  

「訓練実施記録集計表を利用する」 を参

照 

その他団体の講習会に参加しました。 

JSNDI 指定の訓練実施記録様式とは違う証明

書類をもらいましたが、この書類でも認められ

ますか？ 

 

 

 

 

訓練実施記録は「JSNDI 認証事業本部指定」のもの

になります。 

また、講習会のコースによっては、LT 試験対策用で

はないコースの可能性も考えられますので、必ず事

前に主催団体にお問い合せされる事をおすすめいた

します。 
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《 受験申請時の提出書類参考例 》 
 

 1か所の訓練機関で受けるなど訓練実施記録が１枚で訓練時間を満足する場合…（例：LT レベル 1）  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

        

 複数の訓練機関で受けるなど訓練実施記録が２枚以上で訓練時間を満足する場合…（例：LT レベル２）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

＋ 

 

＋ 

新規受験申請書○正・○副  

40 時間分の(レベル１)訓練実施記録 

新規受験申請書○正・○副  

26 時間分と 58 時間分の(レベル 2) 

訓練実施記録が２枚 

40 時間分の(レベル１)訓練実施記録 

＋ 

 

訓練実施記録集計表(レベル２) 
 

 
 

※訓練実施記録が１枚ですむ

場合は，訓練実施記録集計表

は不要です。 

※レベル２の分

の訓練実施記録

の時間の集計を

まとめてくださ

い。 

ＬＴレベル１（４０時間分）の訓練実施記録と、ＬＴレベル２の

訓練実施記録（８３時間分）で訓練時間が満足する場合

は、訓練実施記録集計表の提出は不要です。 
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《 受験申請時の提出書類参考例：LT レベル１資格所有者の方 》 
 

 LT レベル２の訓練を 1か所の訓練機関で受けるなど訓練実施記録が１枚で訓練時間を満足する場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

        

 LT レベル２の訓練を複数の訓練機関で受けるなど訓練実施記録が２枚以上で訓練時間を満足する場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

＋ 

 

＋ 

 

新規受験申請書○正・○副  

83 時間分の(レベル２)訓練実施記録 

新規受験申請書○正・○副  

26 時間分の(レベル 2)訓練実施記録 

58 時間分の(レベル 2)訓練実施記録 

＋ 

 

訓練実施記録集計表(レベル２) 

 

※訓練実施記録が１枚ですむ 

場合は，訓練実施記録集計表 

は不要です。 

※訓練実施記録の時間の集計を

まとめてください。 

＋ 
LT レベル１の 

資格証明書コピー 

（両面・白黒可） 

 

 

  

＋ 

 

 

  

LT レベル１の 

資格証明書コピー 

（両面・白黒可） 

 
 

 
 


